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【お問い合わせ先】 
キャタピラー 
渉外・広報室 
〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい3-7-1 
TEL: 045-682-3576 FAX 045-682-3690 

 

「2020年度 第3回 兵庫・関西 キャタピラーSTEM賞」一般部門・学生部門受賞者発表 

および表彰・発表会のご案内 

世界を元気にするリケジョの夢を応援します。 

キャタピラー明石事業所（兵庫県明石市魚住町清水 1106-4 代表執行役員 豊浦信海）は、日本で事業
を始めて 55 年、またキャタピラーとなって 10 年を記念して、日本のイノベーション力の加速、特に油圧 
ショベル事業部がデザインセンターと製造施設を構える兵庫県を中心とした関西の発展の一助となることを
目指し、地域の女性エンジニアの育成・支援をする「キャタピラーSTEM 賞」を 2018年に創設、2019年度は、
一般部門に加え若手の育成を目的とした学生部門を新たに設立しました。 
 第 3回目となる今年度は、両部門合わせて留学生１名を含む 22名からの応募がありました。そしてこのほ
ど、日本・世界の持続的な発展に向けた未来志向のアイディア・プロジェクトという観点から審査委員による
厳正なる審査を行った結果、以下の皆様に授与することが決定いたしました。 
今回ご応募・ご支援をいただきました皆様に感謝申し上げますと共に、本賞の継続を通じ、ご後援をいた

だいている兵庫県、神戸市、独立行政法人 日本貿易振興機構（JETRO）大阪本部、公益社団法人 土木
学会 関西支部とともに、地域に根付いたグローバル企業として、社会・コミュニティーとのさらなる連携に努
めてまいります。      

記 

１．本年度の受賞者：  
◆一般部門◆  

最優秀賞(奨励金 100万円＋賞状) 
●氏名:  中川 智皓 氏 

所属機関： ⼤阪府⽴⼤学 ⼯学研究科 機械⼯学分野 准教授 

 

優秀賞(奨励金 30万円＋賞状) 

●氏名:  吉谷 公江 氏 

所属機関： 近畿⼤学 ⼯学部 建築学科 助教 

 

◆学生部門◆ 
最優秀賞（奨励金 30万円＋賞状） 

●氏名： 山本 夏希 氏 

所属機関： 兵庫県立姫路東高等学校 2年 

  

優秀賞(図書券 10万円＋賞状) 

 ●氏名： 三原 優歩 氏 

  所属機関： 同志社大学 生命医科学部 医工学科 4年 

 ●氏名： 江端 木環 氏 

  所属機関： 大阪大学大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 博士後期課程 1年 

奨励賞(図書券 5万円＋賞状) 

 ●氏名： 高野 真澄 氏 

  所属機関： 同志社女子大学 生活科学部食物栄養科学科管理栄養士専攻 4年 

 ●氏名： 中西 さくら 氏 

  所属機関： 芝浦工業大学 建築学部建築学科 AP コース 1年 

●氏名： シヴアンナ  シュウェタ(SHIVANNA SHWETHA) 氏 

  所属機関： 立命館大学 理工学部 環境都市専攻 博士後期課程 4年 
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２．審査委員 一般部門：(組織名 五十音順) 

大阪大学 理事・副学長     工藤 眞由美 様 
京都大学 大学院工学研究科 教授    木 村  亮  様 
京都大学 情報学研究科 教授    吉川  正俊  様 
神戸大学 V-School 准教授     鶴田  宏樹  様(審査委員長) 
東京大学 大学院情報学環/生産技術研究所 教授  大島  まり  様 
土木学会関西支部 副支部長     吉村  文章  様 
日本貿易振興機構（ジェトロ） 大阪本部 本部長  根本  裕之  様 
兵庫県立但馬技術大学校 校長    奥田  孝一  様 
 
[キャタピラージャパン合同会社] 
代表執行役員 明石事業所長     豊 浦  信 海 
油圧ショベル開発本部 副本部長    清 水  邦 友 
  

３．表彰・発表会概要： 
今後の COVID-19の状況に応じて、2021年 1月初旬に形式を決定予定。 
 

                                                               

 以上 
 

キャタピラー社について： 

建設機械の歴史は、1925 年にキャタピラー社と共に始まり、未来へ続きます。世界最大の建設機械メーカーであるだけで

なく、エンジン・発電機などパワーシステムのリーディングサプライヤーでもあります。また、1963年以来、キャタピラー社は、

半世紀以上にわたって、日本に重要な拠点を構えています。特に、主力製品である油圧ショベルの開発・製造をリードし、

時代の先端を行く製品と技術を世界へ発信しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


